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全国学力・学習状況調査結果及び
今後の取組について

誰一人取り残さない学びの保障と児童生徒が学びの主体となる授業の充実に
向けて
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Ⅰ 本県の学力向上に向けた取組について
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～熊本のすべての子供たちが，「学ぶ意味」を問いながら，

「能動的に学び続ける力」を身に付けることを目指します～

熊本の未来の創り手となる子供たちに期待する学び 【提言】

【提言１】ふるさと熊本に根ざし，豊かな郷土の創造と自己の向上を目指し，
能動的に学び続ける熊本の子供

【提言２】問いを発し，課題に主体的に立ち向かい，学びを深める熊本の子供

【提言３】自分の学びの姿を知り，日々たゆまず，自ら学ぶ熊本の子供

熊本の学びの【理念】

「熊本の学び推進プラン」 四つの基本方針

（１） 「教育活動の質を向上させ，学習効果の最大化を目指すカリキュラム・マネジメントの推進」

（２） 「子供が問いを発し，課題に立ち向かい，学びを深める授業改善の推進」

（３） 「子供と教師のための効果的な学力向上検証改善サイクルの確立」

（４） 「家庭と連携を図りながら，子供たちの学習習慣形成を促す取組の推進」 3

「熊本の学び」の推進

令和元年１２月策定「熊本の学び推進プラン」について
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重点指標及び取組



Ⅱ 全国学力・学習状況調査の結果について
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調査の概要



今年度の調査の特徴
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○ 中学校・英語（4技能（聞くこと・読むこと・書くこと・話すこと））の全面ＣＢＴ
（Computer Based Testing）化
※「話すこと」調査のみ令和5年度もCBTで実施

○ 「中学校英語」個人票には、５段階のIRTバンドで表示（細かな差異にとらわれす
ぎることなく、個別の児童生徒の課題把握と指導改善に生かす趣旨）
【参考】

〇 小学校・児童質問でのランダム方式の導入

〇 結果公表は３段階
結果公表①7/1６（木）  結果公表②８/3（月） 結果公表③９月以降（秋頃目途）

調査の概要



○本県の平均正答率・平均ＩＲＴスコア・平均正答数
上段：平均正答率 下段：平均正答数/問題数

8

※ＩＲＴ（項目反応理論：Item Response Theory）とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性に
よるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計
理論。

※ＩＲＴスコアとは、各設問の正誤パターンの状況等から学力を推定し、５００を基準にした得点で表
   すもの。
※英語は、「聞くこと・読むこと・書くこと」の3技能について公表。「話すこと」を入れた４技能は後日
公表。

教科に関する調査結果



【小学校】
本県の正答率
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教科に関する調査結果

〇国語は、本県の方が箱の下辺に当たる２５パーセンタイル（第１四分数）が低く、算数は、全国とほぼ同
じ傾向であることが分かる。



【中学校】
本県の正答率・IRTスコアの分布
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英語４技能
全国 本県

〇ばらつきについては、国語は、全国とほぼ同じ傾向であるが、数学と英語では、全国の方が箱全体が
高いことが分かる。

教科に関する調査結果



各教科のポイント(〇成果 ●課題）

【国語】
〇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。（小）
●筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。（小）
●文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと。（中）

【算数・数学】
●与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ること。（小・中）
●筋道を立てて考え、証明すること。（中）

【英語】
●音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して書くこと。（中）
●日常的な話題や社会的な話題について、話を聞き、概要や要点を捉えること。（中）

教科に関する調査結果
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小学校国語（書くこと）
●筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。

「暑い夏を快適に過ごすための衣服のくふう」について、調べて書いた文章のくふうを
説明したものとして最も適切なものを選択する。

小学校
国語２一

教科に関する調査結果
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●筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。

「暑い夏を快適に過ごすための衣服のくふう」について、調べて書いた文章のくふうを
説明したものとして最も適切なものを選択する。

小学校
国語２一

正答

誤答例

〔正答率〕
本県５４．４%
全国５７．９％

読み手も一緒に考えて読むことができる文章になっているか確かめる場面で、文章のくふうを説
明したものとして、最も適切なものを選択する問題

３ 疑問と調べて分かったこと、次の疑問をくり返して書いている。

１を選択し、調査の目的や手順、調査結果を順序立てて書いている
と考えている。（本県 ２８．０％ 全国 ２５．２％）

文章が「疑問と解決」のつながりになっていることを読み取ることなどに課題がある
児童がいる。

小学校国語（書くこと）教科に関する調査結果
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●筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。

「暑い夏を快適に過ごすための衣服のくふう」について、調べて書いた文章のくふうを
説明したものとして最も適切なものを選択する。

小学校
国語２一

疑問

疑問

疑問

分かった

こと

分かった

こと

調べたこと
（引用）

調べたこと
（引用）

指導のポイント
・目的に応じて、ふ
さわしいつながり
や配列を考える。

・論の進め方が異な
る複数の文章を読
み比べ、それぞれ
の効果について整
理する。

・誤答についても触
れ、なぜ間違いな
のか確認する。

指導のポイント
・文章の構成や
展開を読み取
る際は、
文末表現等に
着目できるよ
うにする。

目

的

小学校国語（書くこと）教科に関する調査結果
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●文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと。

中学校
国語３一 文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うことができるかどうかをみる。

中学校国語（言葉の特徴や使い方に関する事項）教科に関する調査結果
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16

文脈に即して正しく漢字を書き、語句や文章の中で使うことができるかどうかをみる。

●文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと。

文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考にして、漢字を書き、漢字の組合せとして適切なものを選
択する（とる）問題

正答

誤答例

誤答１ 「採る」は正しく書いて、正しい組合せ（「捕る」及び「撮る」）を選んでいない。
本県０．８％ 全国０．９％

誤答２ 正しい組合せ（「捕る」及び「撮る」）を選んでいて、「採る」を正しく書けていない。
本県５３．２％ 全国４９．９％

無解答 本県０．２％ 全国０．３％

〔正答率〕
本県３６．４%
全国３９．８％

次の条件を満たして解答している。
①（１）について、「採（と）る」と書いている。
②（２）について、１（ア 捕る イ 撮る）を選んでいる。

・漢字の組合せとして適切なものを選ぶことより、漢字を正しく書くことに課題がある。
・正しい組合せを答えられているのも半数程度。
・「文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと」は継続した課題と言える。
※類似問題における全国平均との差 R4（ー1.9）R5（ー2.9）R6（ー2.6）R7（ー5.4）R8（ー3.4）

中学校国語（言葉の特徴や使い方に関する事項）教科に関する調査結果
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中学校
国語３一
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●文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと。

文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うことができるかどうかをみる。

○漢字を書くことも、語句を使う
ことも、文脈の理解が伴って初
めて正答できる。
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中学校国語（言葉の特徴や使い方に関する事項）教科に関する調査結果
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二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる。
小学校
算数４（３）

●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

小学校算数（データの活用）教科に関する調査結果



●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

19

小学校
算数４（３）

二次元の表の２つの観点を捉え、各欄の意味を理解することに課題があ
る児童がいる。

二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数と、前半はカルタに参加し、後半はあやとりに参
加する人数を書く問題

正答

誤答例

㋐１３、㋑８ と解答している。

㋐１３、㋑８、９以外を解答している（本県２４．３％ 全国２４．１％）
㋐４又は９、㋑８と解答している （本県２２．６％ 全国２０．０％）

〔正答率〕
本県１４.５%
全国１７．９％

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる。

小学校算数（データの活用）教科に関する調査結果
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●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

は、前半はかるたで後半はあ
やとりに参加する人です。

は、前半はかるたで後半もかる
たに参加する人で、 は・・・

と と は、それぞれどのような人を表していますか。

線で囲んだり色を塗ったりするなど、
視覚的に整理しやすくする活動を取り
入れ、誰一人取り残さない手立てを心
がけましょう。

小学校算数（データの活用）教科に関する調査結果



●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

中学校
数学７（１）

与えられた表やグラフから、必要な
情報を適切に読み取ることができ
るかどうかをみる。

21

中学校数学（関数）教科に関する調査結果



●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

・与えられた表やグラフから、χ座標のみ適切に読み取っている。
・表やグラフから読み取ることができる情報を結び付けられていない。

動画の時間とデータ量の関係を表すグラフにおいて、点Cの座標を書く問題

正答

誤答例

(45,89)と解答している。

（４５，□）※□は８９以外の数もしくは無解答（本県7.9%、全国7.1%）
（８９，４５）（本県3.0%、全国2.8%）

〔正答率〕
本県７１．６%
全国75.2％

中学校
数学７（１）

与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかをみる

22

中学校数学（関数）教科に関する調査結果



●目的に応じて表やグラフを読み取り、見出したことを表現すること。

動画の時間とそのデータ量の関係を表しています。
（動画の時間がⅹ秒の時のデータ量をｙＭＢとしたと
きの２つの関係を表しています）

点Cの座標は何ですか。

Χ座標は４５と読み取れるけど、ｙ座標は読み取れま
せん。

グラフからは分からないけど、表から座標で表すと
（４５，８９）と分かりますよ。

つまり、動画の時間が４５秒の時のデータ量は８９MB
ということですよね。

この表とグラフはどのような
関係を表しているでしょうか。
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中学校数学（関数）教科に関する調査結果



●音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して書くこと。

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる技能を身に付けているかどうかをみる。

中学校
英語１１①②
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中学校英語（書くこと）教科に関する調査結果



●音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して書くこと。

「昨日の出来事」という問題文から過去の表現を用いることを理解できていない。
また、過去形の文法・文型の定着に課題が見られる。

与えられた情報に基づいて、留学生の昨日の出来事を説明する英文を書く問題

①

正答

②

正答

誤答例 誤答例

Mei played tennis.
She played tennis.

Mei plays tennis.
Mei is playing tennis.

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる技能を身に付けているかどうかをみる。

中学校
英語１１①②

Mei went to the park.
She went to the park.

Mei goes to the park.
Go to the park is Mei.

〔正答率〕
本県４６.６%
全国５２.７％

〔正答率〕
本県５３.５%
全国５８.９％
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中学校英語（書くこと）教科に関する調査結果



●音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して書くこと。

中間指導で、過去
の出来事＝過去形
をおさえ、文法事
項を確認

場面が変わっても活
用できるか、文法事
項が身に付いている
かを「見取る」・「週末の出来事」について話したことを書く。

・次時で友達が書いた「週末の出来事」の英文を読み合う。
・「昨日の出来事」に話題を変えて、伝え合う。

言語活動の設定

まとめや振り返りの場面で

再び言語活動へ

日頃の授業で「正確に書く力」を育成するための授業例

R８年度の全学調にこんな問題が出ていたよ。

I go to Fukuoka  and …

適用問題で定着を確認

週末の話だからgoは…？ wentだね。

「お互いのことをよく知るために、週末の出来事を伝え合おう」

What did you do last weekend?

いつの話ですか？ 使う動詞は？

26

中学校英語（書くこと）教科に関する調査結果



問題や資料を「読み解く力」に引き続き課題

「読み解く力」を意識した授業改善が必要

教科に関する調査結果
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【参考】 「読み解く力」に関して

R８教科用図書選定審議会 委員の皆様の御意見より

〇ワークシートが多用され、教科書を活用できていない状況が小中学校で見受けら
れる。授業のまとめなどで教科書に返る活動がなされていない場面も多く、教師が
教科書を使いこなす能力が必要ではないか。

〇教師自身が教科書を分析し、本質的な教材研究の大切さを再認識する必要がある。
教材研究が方法論に陥ることなく、教科書の位置付けを改めて確認し「読み解く
力」を視点とした授業改善に取り組む必要があるのではないか。

28



文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか

【生徒】

「読み解く力」に関する状況 〔質問調査と学力のクロス分析〕

〇「文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解している」と考える
生徒ほど、各教科の正答率が高いことが分かる。

72.4 
63.6 

55.1 
50.3 

中・国語

72.7 

56.2 

39.8 
30.5 

中・数学

540 

482 

437 
419 

英語４技能

※数値は，選択肢毎の平均正答率・平均IRTスコア

質問調査結果
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文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか

「読み解く力」に関する状況

〇本県では、「当てはまる」と考える生徒の割合が高くなるよう授業の改善を図ること
が大切である。

当てはまる

26%

どちらかといえば、

当てはまる

38%

どちらかといえば、

当てはまらない

25%

当てはまらない

11%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

【生徒】質問調査結果
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重点指標について

質 問 事 項
小学校 中学校

本県 全国 本県 全国

児

童

生

徒

主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び

【重点指標１】

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
ましたか

（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

74.5％

（-3.１）

77．6％ ７3．５％

（-5.3）

78．8％

【重点指標２】

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

（「発表していた」＋「どちらかといえば、発表していた」の割合）

59．2％

（-7.2）

66．4％ 53．4％

（-12．1）

65．5％

授
業
の
理
解
度

【重点指標３】

国語の授業の内容はよく分かりますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

82.7%

(＋1.2)

81.5% 73.6%

(-3.2)

76.8%

算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか

（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

77.4%

(-0.1)

77.5% 69.3%

(-4.9)

74.2%

英語の授業の内容はよく分かりますか

（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

調査なし 調査なし ５６．８％

（-7.4）

64.2%

【児童・生徒】質問調査結果
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主体的・対話的で深い学び 重点指標① 〔質問調査と学力のクロス分析〕

5年生までの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか
※数値は，選択肢毎の平均正答率

66.2 
59.4 

52.4 

43.2 

小・国語

63.8 

55.1 

46.9 
39.7 

小・算数

【児童】質問調査結果
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主体的・対話的で深い学び 重点指標①

〇主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童生徒ほど、各教科の正答率が高いことが分かる。

〔質問調査と学力のクロス分析〕

１、２年生までの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

※数値は，選択肢毎の平均正答率（国・数）・平均IRTスコア（英）

70.5 
63.7 

54.2 

42.7 

中・国語

65.8 
55.6 

41.1 

28.3 

中・数学

526 

483 

437 

396 

英語４技能

【生徒】質問調査結果
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〔質問調査と学力のクロス分析〕

５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

※数値は，選択肢毎の平均正答率

主体的・対話的で深い学び 重点指標②

63.0 
56.3 

50.8 
46.3 

39.0 

小・算数

66.5 
59.8 

55.6 51.9 
42.1 

小・国語

【児童】質問調査結果
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主体的・対話的で深い学び 重点指標② 〔質問調査と学力のクロス分析〕

１、２年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

〇「資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していた」と
   考える児童生徒ほど、 各教科の正答率が高いことが分かる。

69.3 65.6 
58.5 54.7 51.6 

中・国語

63.5 
58.5 

48.1 
42.4 38.3 

中・数学

521 

494 

458 
438 433 

英語４技能

※数値は，選択肢毎の平均正答率・平均IRTスコア

【生徒】質問調査結果

35



主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童
生徒ほど、各教科の正答率が高い

自ら学びを進めていく力を付けていく必要がある

質問調査結果
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「読み解く力」を意識した授業改善

【次の検証（R８全学調・県学調）へ向けて、各学校で重点的に取り組むこと】

【重点指標１】児童生徒質問
授業では、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組んでいましたか。

【重点指標２】児童生徒質問
自分の考えを発表する機会で、自分の考
えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の
組立てなどを工夫して発表していましたか。

【重点指標３】児童生徒質問

授業の内容はよく分かりますか。 （各教
科において）

〔R８全国学力・学習状況調査及び
R８熊本県学力・学習状況調査において検証〕

重点指標

〇教科書を使って自分で学べるよう、教科書の構成と使い方を理解させ、児童生徒自身が教科書を
使いこなせるようにする。

〇教科書等の本文、グラフや図など、各教科における読み方を身に付けさせる。
〇教科書等に線を引き、それを使って自分の考えをノートに書いたり周りに伝えたりさせる。 等

教科書を使いこなす

※各学校の実態に応じて指標を設定し、学力
向上検証改善サイクルシートに記入して、学
校総体や個人で取り組みましょう。

学習用語を理解する
〇学習用語は、個人思考、対話、発表、まとめ、振り返り等で、繰り返し使わせる。 等

目標：誰一人取り残さない学びの保障と「児童生徒を学びの主体」とする授業力の向上を図る。

重点取組

読み解く力を高める
読み解く力
「①文章や図表等から必要な情報を正確に取り出し、それらを比較・関連付けて読み取り、
②その意図や背景、理由を理解・解釈・推論して③解決したり表現したりする力」
①・・・正確に読む ②・・・思考する ③・・・表現する

※R8.3.2付 教義第９４７号にて通知
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Ⅲ 今後の取組等について
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○ 誰一人取り残さない
学びの保障と「児童生
徒を学びの主体」とす
る授業力の向上を目指
し、学力向上検証改善
サイクルを確立する。

【参考】
令和８年３月2日付教義第
９４７号通知

39

学力向上検証改善サイクル



７～8月①

・国及び県の資料を参考
に、自校の結果を分析す
る。

・校内研修等で学力・学
習及び生活の状況など
の分析結果を共有する。

各学校の取組 例

40

学力向上検証改善サイクル



8月②
・課題の克服に向けて、学
 校総体で取り組むこと、
 個人で取り組むことを決
 め、実践する。

各学校の取組 例

41

学力向上検証改善サイクル



【目的】
誰一人取り残さない学びの保障と児童生徒が学
びの主体となる授業の充実に向けて、学習の基盤
となる資質・能力（読み解く力等）を高める取組を
推進する。
これまでの授業を「読み解く力（教科書等を正確
に読み、思考し、表現する）」で見直すことで、児童
生徒が自ら学びを進め、課題を解決する力を育成
する。

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業
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各学校
・授業実践

・RST（小５）の実施及び分析

研究拠点地域
モデル校

・授業改善及び
学校総体での

  実践
・RST(小5～中2)
・授業づくり研修
  会等の公開

義務教育課・各教育事務所・教育センター
・伴走支援 ・映像資料等の提供 ・プラットフォームの構築
・実践事例の発信

授業改善
推進リーダー

会議
・資料の作成及び
実践収集
・管内での推進

教科書を使いこなす

学習用語を理解する

読み解く力を高める

43

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



エリア 「読み解く力」モデル校 協力管内

県北 菊池市立七城中学校
菊池市立七城小学校

玉名
山鹿市
菊池
阿蘇

県央 八代市立第三中学校
八代市立植柳小学校
八代市立麦島小学校

宇城
上益城
八代
天草

県南 球磨村立球磨清流学園 芦北
球磨

※各教育事務所、教育センターの指導主事も各エリアごとに協力していただきます。 44

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



児童生徒の実態

あなたは、教科書のどこに、どんなことが、かいてあるか分かりますか。

よく分かる

30%

どちらかといえば分かる

50%

あまり分からない

18%

まったく分からない

2%

R8.6月実施 モデル校実態調査より
モデル校全６校（小５～中２）計５３４名が回答

約２０％の児童生徒が、
教科書のどこに何がか
いてあるか分からない
と感じている。

教科書のどこに何がかい
てあるか「よく分かる」と
感じている児童生徒は、
約３０％にとどまる。

45

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



あなたは、教科書にのっている、文章、グラフ、図などの意味が分かりますか。

よく分かる

32%

どちらかといえば分かる

50%

あまり分からない

15%

まったく分からない

3%

約１８％の児童生徒が、
教科書の文章、グラフ、
図などの意味が分から
ないと感じている。

教科書の文章、グラフ、
図などの意味が「よく分
かる」と感じている児童
生徒は、約３２％にとど
まる。

R8.6月実施 モデル校実態調査より
モデル校全６校（小５～中２）計５３４名が回答

児童生徒の実態

46

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



本課が提供している資料等 ショート動画

なぜ、「読み解く力」が必要なのか？
→各種調査等から明らかになった「読み解く力」を高め
る必要性と本県としての捉えや目指す児童生徒の姿を
整理

RS（リーディングスキル）ノート
→基本的な「読み解く力」の質を高めるための一つの
方法として、RSノートに取り組むよさと具体的な
取組方法を紹介

47

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



「読み解く力」実践事例シート（全教科等版）

・先行自治体やモデル校で行われた様々な事例を
基に手立てを紹介するシート

・児童生徒が自ら学ぶ力を身に付けられるよう、
実態を丁寧に見取り、様々な先行事例を参考に、
「読み解く力」を高め、授業改善を推進する

・授業者が実態に合わせて、手立てを選択する

本課が提供している資料等

48

「読み解く力」で高める授業力アップデート事業



「読み解く力」実践事例シート（全教科等版）

各学校、学年、学級の実態に合わせて、修正、追記したり、
重点的に取り組む事例などを決めたりして実践している事例

学校全体で重点的に
取り組むことを設定

モデル校：球磨村立球磨清流学園のシート モデル校：八代市立植柳小学校のシート

シートの一部を学
校で修正し、個人
で具体的に取り組
むことを選択

校内研修で重点的に取り組むことについて、
研究主任の提案を基に検討し、共通実践事項
を決めて、学校全体で取り組むことを設定

49



課題の改善に向けた各学校の取組

①授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。
②自分の考えを発表する機会で、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

③授業の内容はよく分かりますか。（各教科において）

重点指標の肯定的な回答の向上

〇教科書を使って自分で学べるよう、教科書の構成と使い方を理解させ、児童生徒自身が教科書を使いこなせるように
する。

〇教科書等の本文、グラフや図など、各教科における読み方を身に付けさせる。
〇教科書等に線を引き、それを使って自分の考えをノートに書いたり周りに伝えたりさせる。 等

教科書を使いこなす

学習用語を理解する 〇学習用語は、個人思考、対話、発表、まとめ、振り返り等で、繰り返し使わせる。 等

重点取組

読み解く力を高める
読み解く力
「①文章や図表等から必要な情報を正確に取り出し、それらを比較・関連付けて読み取り、②その意図や背景、理由を理解・解釈・
推論して③解決したり表現したりする力」

①・・・正確に読む ②・・・思考する ③・・・表現する

50



１ 誰一人取り残さない学びの保障と児童生徒が学びの主体となる授業の充実

○全国学力・学習状況調査後の結果及び分析資料の提供

○県学力・学習状況調査の実施及び児童生徒への個人票と課題に応じたデジタル教材の提供

○授業改善推進リーダー会議における「読み解く力」に関する資料等の作成

○各種資料の提供（「読み解く力」実践事例シート、ショート動画、校内研修用資料 等）

○「熊本の学び」わくわくサークル（オンライン研修）の実施

○教育事務所による学校支援訪問（スクール・アシスト） 、学校経営等アドバイザーの派遣

○教育センターによるスクールサポート

〇家庭学習に関する資料等のホームページでの提供 等

51

２ 教職員一人一人が学びの主体となる探究的な研修の推進

○「読み解く力」モデル校による授業づくり研修会、「新たな学び」プロジェクト校公開授業等の実施

○探究型管理職マネジメント研修の実施 等

課題の改善に向けた県教育委員会の取組
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